






































































　栄養士養成施設である都内の二つの短期大学、E 短期大学の女子学生 110 人と S 短期大
学 112 人を対象とし、複数の項目で無回答であった者を除き、後述の２回の調査で回答の
得られた者を解析の対象とした（有効回答率：E 短大 83.6％、S 短大 86.6％）。E 短期大学
では入学直後の１年前期から調理学実習を履修している。一方の S 短期大学は１年後期から
調理学実習を履修している。調査は、授業時間を利用した集合法による自記式質問紙調査を
２回実施した。第 1 回の調査は入学直後の 2006 年４月に実施し、第 2 回は後期開始時の
















問 5　学ぶ意欲　全 11 項目を（3，2，1，0 点）と得点化し、合計得点を低群０～５点、
中群６～ 27 点、高群 28 ～ 33 点に分類した
問 6　調理技術習得に関する意識　全 21 項目を（3，2，1，0 点）として得点化し、同様




して解析する場合は、同様に得点化し（4，3，2，1，0 点）、少群 0 ～ 9 点、中群









E 短期大学と S 短期大学での質問紙調査の対象者と同一である。
2）方法
（１）S 短期大学：1 年後期の調理学実習開始と同時に、きゅうりの輪切りを個別に実施し








の順に毎回の授業で１課題ずつ実施し、終了後すぐに A ～ D の評価が












点、3 回目で 3 点、4 回目で２点、5 回目で１点）。不合格者のみ合格
するまで同じ課題を繰り返し、不合格回数も記録した。テスト得点は、








　入学時における E 短大と S 短大の結果を表１に示す。栄養士として働く自信と管理栄養
士を希望するという点で二つの短大間で関連がみられ、E 短大の学生は栄養士として働く
自信はあまりないが、将来は管理栄養士を目指している者が多い。調理技術を身につけた
いと思う者はどちらの短大にも多く（E 短大 89.4％、S 短大 83.8％）、特に包丁技術では
E 短大 89.8％、S 短大 86.1％、主調理技術では E 短大 98.1％、S 短大 96.0％であった。
また調理技術が栄養士にとって役立つと思う者も多い（E 短大 78.8％、S 短大 77.1％）。
調理学実習への意識は短大との関連がみられ、S 短大では「とても好き」と意識している
者が E 短大よりも多いが、どちらの短大でも調理学実習が「とても嫌い」「嫌いなほう」
とする者の割合は低く、E 短大で 10.3％、S 短大で 5.1％であった。入学前までの調理経
験（自宅での調理参加状況）は二つの短大で同程度であり、包丁技術を含む下準備を「ほ
とんどしない」および「月１～２回」である者が E 短大で 48.1％、S 短大で 44.6％であ
った。包丁技術への意識、主調理への意識については短大との関連がみられ、どちらも E
短大のほうが「とても苦手」と意識している者が多く、包丁技術で 15.0％、主調理技術






ているが、S 短大ではこのような傾向は見られない。E 短大および S 短大学生の居住形態




















入学時 後期開始時 Ｅ短大 Ｓ短大
栄養士免許取得 希望している 98.1 99.0 100.0 99.0 n･s n･s n･s n･s希望していない 1.9 1.0 0.0 1.0 
就職希望 栄養士 56.3 50.0 38.3 40.0 
n･s ** * n･s栄養教諭 4.9 11.0 6.4 5.7 栄養士以外 14.6 6.0 24.5 6.7 
これから考えたい 24.3 33.0 30.9 47.6 
栄養士として働く自信 ある 20.6 39.0 12.6 6.6 
* n･s ** **少しある 32.7 33.0 23.2 27.4 あまりない 43.0 27.0 54.7 61.3 
まったくない 3.7 1.0 9.5 4.7 
管理栄養士免許取得 希望する 74.5 59.6 52.0 36.5 * * n･s n･s希望しない 25.5 40.4 48.0 63.5 
学ぶ意欲：学びたいこと１） 総合 高群 32.0 46.5 94.7 93.2 
* n･s ** **中群 68.0 53.5 5.3 6.8 
低群 0.0 0.0 0.0 0.0 
調理学２） とても関心がある 80.6 88.1 55.0 83.8 
n･s ** ** n･s少し関心がある 16.7 11.9 43.0 14.3 
あまり関心がない 2.8 0.0 2.0 1.9 
３）調理技術習得に関する意識
身につけたいと思う 総合 高群 89.4 83.8 75.0 83.8 
n･s n･s ** n･s中群 10.6 16.2 25.0 16.2 
低群 0.0 0.0 0.0 0.0 
包丁技術４） 高群 89.8 86.1 78.0 91.4 
n･s ** ** n･s中群 10.2 13.9 22.0 8.6 
低群 0.0 0.0 0.0 0.0 
主調理５） 高群 98.1 96.0 88.9 93.3 
n･s n･s ** n･s中群 1.9 4.0 11.1 6.7 
低群 0.0 0.0 0.0 0.0 
役立つと思う 総合 高群 78.8 77.1 73.1 84.8 
n･s * n･s n･s中群 21.1 22.9 26.9 15.2 
低群 0.0 0.0 0.0 0.0 
包丁技術４） 高群 73.8 75.2 68.4 78.3 
n･s n･s n･s n･s中群 26.2 24.8 31.6 21.7 
低群 0.0 0.0 0.0 0.0 
主調理５） 高群 99.1 95.0 89.9 96.2 
n･s n･s ** n･s中群 0.9 5.0 10.1 3.8 
低群 0.0 0.0 0.0 0.0 
調理のＳＥ 総合６） 高群 1.0 5.2 2.1 0.0 
* * ** **中群 82.5 88.5 97.9 88.1 
低群 16.5 6.3 0.0 11.9 
包丁ＳＥ７） 高群 25.5 44.6 29.0 37.5 
* * ** n･s中群 71.7 54.5 71.0 60.6 
低群 2.8 1.0 0.0 1.9 
主調理ＳＥ８） 高群 15.4 25.0 9.2 8.7 
n･s n･s ** **中群 80.8 73.4 85.7 80.8 
低群 3.8 1.6 5.1 10.6 
調理学実習への意識 とても好き 42.5 63.6 30.5 45.2 
* n･s n･s *好きなほう 47.2 31.3 62.1 46.2 嫌いなほう 9.4 5.1 7.4 8.7 
とても嫌い 0.9 0.0 0.0 0.0 
調理経験：自宅での調理参加状況 総合 多群 9.3 5.0 14.3 8.7 
n･s * ** n･s中群 57.4 68.0 64.3 51.9 
少群 33.3 27.0 21.4 39.4 
献立 多群 7.4 5.9 14.1 9.5 
n･s n･s n･s n･s中群 29.6 31.7 40.4 29.5 
少群 63.0 62.4 45.5 61.0 
買い物 多群 5.6 5.0 10.1 7.6 
n･s n･s n･s n･s中群 41.7 53.5 48.5 35.2 
少群 52.8 41.6 41.4 57.1 
下準備 多群 13.0 8.9 14.1 10.5 
n･s * ** n･s中群 38.9 46.5 55.6 38.1 
少群 48.1 44.6 30.3 51.4 
主調理 多群 8.3 8.0 14.1 10.5 
n･s * n･s n･s中群 41.7 48.0 50.5 40.0 
少群 50.0 44.0 35.4 49.5 
配膳 多群 46.3 39.0 47.5 28.6 
n･s n･s n･s n･s中群 38.0 42.0 41.4 46.7 
少群 15.7 19.0 11.1 24.8 
下膳 多群 59.3 57.0 57.1 56.7 
n･s n･s n･s n･s中群 33.3 28.0 33.7 20.8 
少群 7.4 15.0 9.2 12.5 
包丁技術への意識 とても得意 0.9 3.0 2.1 2.9 
* n･s ** n･s得意なほう 26.2 41.0 36.1 43.3 苦手なほう 57.9 51.0 58.8 51.0 
とても苦手 15.0 5.0 3.1 2.9 
主調理への意識 とても得意 0.0 5.1 2.0 2.9 
** n･s n･s n･s得意なほう 38.3 44.4 41.8 43.3 苦手なほう 55.1 50.3 55.1 53.8 
とても苦手 6.5 0.0 1.0 0.0 

































































































** ＜ 0.01,　　n･s 有意差なし
表４　後期開始時の包丁技術への意識の変化との関連
（％）





















































































































































































































































































































































































































切断長	（㎜） 0.069 0.115 0.235 * 0.081 
切断速度（㎜ /s 0.073 0.068 0.244 * 0.052 
合計切断枚数 0.191 0.154 0.354 ** 0.164 
正確さ
成功枚数 0.126 0.139 0.264 * 0.114 
不完全枚数 0.271 * 0.170 0.344 ** 0.262 *
連なり枚数 -0.045 -0.071 -0.002 -0.091 
二度切り枚数 0.104 0.197 0.196 0.187 
成功率 -0.096 -0.033 -0.171 -0.109 
厚さ
最大厚さ -0.118 -0.029 -0.066 -0.107 
最小厚さ -0.076 0.022 -0.070 -0.099 
上部厚さ -0.112 -0.035 -0.093 -0.123 
























































入学時 調理学実習が好き 0.317 ** 0.221 * -0.435 **




-0.104 0.207 * 0.090 








入学時 包丁は得意か 0.850 ** 0.404 ** -0.562 **
後期 包丁は得意か 0.831 ** 0.362 ** -0.527 **
包丁への意識の変化
（以前より得意になった）
0.414 ** 0.146 -0.100 












































































































れる。E 短大生は、入学時よりも包丁技術への意識も高まっている。一方の S 短大生の調理
への参加は入学時よりも後期に減少している。講義科目を履修するだけでは調理への参加に
ついての動機づけがなく、短期大学での新しい環境やアルバイトなどの生活状況の変化に伴
い自宅での調理参加の回数が減少することは当然の変化と考えられる 19）。短期大学での限
られた期間内で効果的に調理技術を習得するためには、自宅等での調理経験を増やすことも
重要であると考えられるため、入学直後から調理学実習を履修するなかで意識を高めること
が必要である。E 短大生、S 短大生とも後期になって、栄養士への自信が低くなっているが、
これは半期が経過する中で栄養士への認識が明確になったことによると思われる。さらに E
短大生では入学時よりも調理技術を身につけたい・役立つという意識が低下しているが、セ
ルフエフィカシーは向上しており、調理学実習を履修したことにより身につけたいと思って
いた技術を習得したことにより意識は低くなったものと考えられる。
　入学直後から調理学実習を履修している E 短大の学生では、後期開始時には入学時よりも
調理学実習が好きになったと意識している学生ほど、自宅での調理参加が以前よりも多くな
ったと意識しており（表 3）、半期の調理学実習が学生の意識や行動に変化を及ぼしたこと
が考えられる。E 短大、S 短大ともに、包丁技術が得意になったという意識と自宅での調理
参加が多くなったという意識に関連がみられ（表４）、包丁技術への意識が調理参加という
行動へ影響を及ぼしていると考えられる。以上のことから、調理学実習において包丁技術の
習得を目標とすることで、技術の向上のために自宅での自主的な練習が行われたのではない
かと考えられ、このように自宅での調理に参加することで調理学実習があまり好きではなか
った学生の意識も積極的な傾向へと変化がみられたのではないかと考えられる。
　また、調理学実習において切り方の評価を受けることにより、調理学実習および包丁への
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意識、調理への参加頻度などに影響があるのではないかと考え、Ｅ短大での包丁技術の練習
経過と質問紙調査の結果との関連について解析した。その結果、不合格回数が多い学生は半
期の調理学実習を履修したことにより、入学時と比べると調理学実習への意識が高くなった
と自己評価している傾向がみられ（表 10）、家庭での調理への参加も入学時よりも多くなっ
たと考えている。授業内で評価を受けることにより入学時よりも意識が高くなり、調理への
参加という行動の変化もみられる（表 12）。自主的に練習するようになる傾向が認められた
要因としては、家庭料理技能検定という具体的な目標があることが課題追求につながったこ
と 20）、評価を受けることで他者との比較による意識の変化、早く合格したいという意識が
あるものと考えられる。また包丁への意識については、包丁技術が得意であると考える学生
のほうが練習およびテストの得点が高いが、後期開始時における包丁への意識の変化と得点
とは関連性がなく、不合格回数が多いことで包丁への意識が低くなる傾向はみられなかった
（表 11）。以上より、授業内で繰り返し不合格と評価されることで調理学実習への意識が低
下するのではないかと仮定していたがそのような傾向はみられず、家庭での調理参加を多く
するようになるという行動の変化があり、評価をしながら練習を繰り返すことが効果的であ
ると考えられる。
Ⅴ．今後の課題
　本研究から包丁技術の指導においては、調理経験が多く、包丁操作が得意であると意識し
ている学生にも、切断速度だけでなく作業の正確さに留意するように指示する必要があるこ
とが示唆された。
　非熟練者に対しては、初期の段階では包丁を指にあてて操作することに重点を置くほうが
理解しやすく、次の段階として包丁を前後に動かす指導を加えることで作業が正確に行われ
ると考えられる。
　今後はさらに、練習後に一定期間経過した後の技術の定着などについて研究したいと考え
る。
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